
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  福田尚美先生にメッセージをいただきました 
 

「あきらめたらそこで試合終了だよ」 
 

 ～舞台はバスケットボールの県大会決勝。三井が所属する武石中は残 

り 12 秒で不利な状況にあり、もう勝てないとあきらめかけていた。試 

合を観に来ていた安西先生の「あきらめたらそこで試合終了だよ」という 

言葉に三井は奮起し、チームを勝利に導くと同時に自身も MVP に選ばれた。～ 

 これは、もとバスケ女子の私にとって、今まで何度も心に浮かび、自分の支えとなっ

た、知る人ぞ知る「スラムダンク」の名ゼリフです。あきらめないからといって全てが

うまくいくわけではない。あきらめずに頑張ってもうまくいかない事は人生に多くあり

ました。もしかして、あきらめて妥協した方が楽だったのかもしれない。でも、あきら

めなかったからこそ、手に入ったものもある。そして何より、あきらめずに必死でもが

き、くらいついたことが私の人生にとって最終的にプラスになっていくと信じています。 

 自分の進路、人間関係、恋愛、その他人生において、あきらめることは簡単でいつで

もできます。「うまくいかないからやめよう」じゃなく「うまくいくためにどうしたら

いいか」を考え、行動する。そうすれば、次はうまくいくかもしれない。その積み重ね

が自分の人生を変えるはずです。４６回生の皆さん。残りの高校生活、うまくいかない

ことがあったら、安西先生の顔と「あきらめたらそこで試合終了だよ」という言葉を思

い浮かべ、自分を奮起させてください。私も安西先生のように、みんなを見守り、応援

しています。 

 

大阪産業大学 中嶌正人先生の講演を聞いて 【総探】 
 

一番印象深く残った言葉は、「高校卒業後 8 年でだいたい人生決まる」でしょうか。

これは個人によって受け止め方は違うかもしれませ

ん。講演ではご自身の経験を踏まえ、今も含め若い時

に、つらい時があっても、「自分に 1 本スジを入れてお

く」ことで「自分を信じて進んでいくと宝の山がある」

「進路の選択は、チャンスなのだから自分の適性と夢

を大切に」という話でした。「１本スジを入れる」とい

うこと、それは「自分でこうしよう」という強い意志を

持ち続けることだと思いました。 

１学期中間考査実施 
 

５月２２日(月)から２５日(木)まで中間考査が行わ

れました。３年生最初の定期考査、みんなはどのよう

に取り組みましたか。入学して、卒業まで課題考査を

抜いた定期考査は１５回あり、今回中間考査が終わ

ったので、残すところ、あと４回で終わりです。もう

チャンスは少ないですね。よく『学力が全てではな

い』と聞きますが、それは正しいと思います。学力で

測れないこともある。営業職をしていた時に、偏差値

で測った場合、自分よりも低い大学出身の同期がい

ましたが、その子に営業力では全く勝てませんでし

た。そんなことは社会に出ると、ごまんとあります。

ただ、『勉強がいらない』ということではありません。

『勉強』が好きな人の方が少ないですよね。『勉強』

という努力をしなければいけないものに対して、逃

げずに挑戦することができる人、それは今後の人生

においても困難にも負けず挑戦する人になるのでは

ないでしょうか。自分の成績に対して、次はどのよう

に成績を上げていくかを考えられる人は、今後の人

生においても、より良い道を切り開くために考えられる人にな

るのではないでしょうか。 

 この中間考査では、成績や受験を意識できている人は、点数

を伸ばすことができているので、”差が広がった”という印象

を持ちました。ポートフォリオのピラミッドもたくさん塗って

くれてる人もいました。成長に向けて努力している人はたくさ

んいます。もう６月です。『スタートラインに立つ』は、もうとっくに過ぎてます。『走

ってください』。出遅れている人は猛ダッシュしてください。 

 

最後の文化祭準備が始まりました 
 

 ６月に行われる文化祭に向けて LHR の時間を使

い、各クラスごとに計画を始めました。１年生は展

示（全クラス動画作成になりましたが）、２年生は

舞台発表、そして３年生は模擬店です。もちろん、

４６回生は『行事に熱い学年』ですので、みんなの

心は燃えてますよね。みんなと過ごせる文化祭も最

後です。『最高の最高学年』として後輩たちに「すご

い」と思ってもらえるものにしましょうね。文化祭

に参加しなくていい、という考えは違います。行事

は成長のためにも大切です。なぜなら、行事が成功するためには『自主性』が必要だか

らです。何か１つのものを作るにしても、誰もやらなければ何も生み出せません。誰か
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が１歩を踏み出してくれるから、作り出されます。文化祭があることは決まっています。

『誰かがやってくれる』ではなく、『自分がやる』という人の集合体の学年になってく

ださい。それが『行事に熱い学年』という意味の本質です。そして、この２年間で、み

んなには学年団としてそれを見せてきたつもりです。前に出て、話をしてくれている文

化委員が困っていませんか？みんなのためにやっている人が困っているのはおかしい

ですよね。みんなはそれを理解できる人たちだと信じてます。最高の文化祭にするため

に、最高の準備をしよう。 
 

全員でやるぞ！！４６回生！！！ 
 

 

 

 

 

 

 

  ↓１年         懐かしい写真             ２年↓ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者会が開催されました 
 ２４日(水)に保護者会が開かれ、５０名ほどの保護者が来校されました。講師の先

生をお招きしてのマネープランの話や、学年団紹介、生徒指導、進路指導の話を行い

ました。特に進路に関しては、「お子さんと話をしてください」と伝えていますので、

みんなから進路の相談をしてください。進路は、保護者のものではなく、みんな自身

のものです。動き出すのは自分からです。 

 また、みんなの普段の様子を動画で流しました。これを作成するのは３年目。１年

の時の物と比べると、みんな成長してますね。 

 

 

総合体育大会が各部活で行われています 
 ５月上旬から各運動部で総合体育大会が行われています。多くの部活で、この総体が

最後の公式戦です。１年生で初めて練習に参加した日から、この大会を目指して練習を

してきたと思います。しんどい練習にも努力を続けた選手や、それを支えたマネージャ

ー、多くの想いの詰まったそれぞれの試合になっていると思います。その部活ができて

いるのも顧問の先生の指導や、保護者の方の協力があってこそのものだと、『感謝』の

気持ちをもって、引退をする人は勉強に切り替え、まだ部活に残る人は両立することは

大変なこともあると思いますが、後輩指導も含め頑張ってください。その価値は必ずあ

ります。これから試合がある人たちは、その日まで準備をしっかりして最高の試合をし

てください。学年団一同、応援をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月予定 
☆３日(土)：英検  ☆１０日(土)：看護医療模試  ☆１５日(木)１６日(金)：文化祭 

☆22 日(木)Challenge14Days 開始  ☆３０日(金)期末考査開始 


